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８
月

日

▽
１
９
８
９
年

初
の
女
性
官

房
長
官

第
１
次
海
部
俊
樹
内
閣
の
山
下

徳
夫
官
房
長
官
が
女
性
問
題
で
辞

任
し
、
森
山
真
弓
環
境
庁
長
官
が

官
房
長
官
に
就
任
し
た
。
女
性
の

官
房
長
官
は
史
上
初
め
て
。
８
月

日
発
足
の
海
部
内
閣
で
初
入
閣

し
た
ば
か
り
の
森
山
氏
の
起
用

で
、
イ
メ
ー
ジ
一
新
を
狙
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

▽
１
９
４
４
年

連
合
国
軍
が

パ
リ
解
放

ド
イ
ツ
軍
占
領
下
の
パ
リ
に
、

自
由
フ
ラ
ン
ス
軍
を
含
む
連
合

国
軍
が
進
攻
、
ド
イ
ツ
軍
が
降

伏
し
パ
リ
が
解
放
さ
れ
た
。
ロ

ン
ド
ン
に
亡
命
し
て
い
た
共
和

国
臨
時
政
府
の

ド
ゴ
ー
ル
は
国

民
解
放
の
英
雄

と
し
て
帰
還
、

翌

日
の
パ
レ

ー
ド
で
市
民
の

熱
狂
的
歓
迎
を

受
け
た
。

平
成

年
８
月

日
（
旧
７
月
４
日
）
金
曜
日

今
日

東
京
亀
戸
天
神
祭
。

６
輝

仏
滅
。
す
べ
て
が
凶
と
な
り
、
開
店
、
移
転
を
は
じ
め
何
ご
と
を
す
る
の
も
忌

む
べ
き
日
。

直

た
つ
。
建
つ
を
意
味
し
、最
高
の
吉
日
。
神
仏
の
祭
祀
、
婚
姻
、
開
店
、
移
転
、

棟
上
げ
、
旅
行
な
ど
す
べ
て
大
吉
。
た
だ
し
蔵
開
き
は
凶
。

宿

鬼
（
き
）
宿
。
祝
い
ご
と
を
は
じ
め
、
す
べ
て
に
よ
い
日
。
た
だ
し
婚
姻
だ
け

は
凶
。

１
月

順
調
な
と
き
だ
け
に
頭
を
低
く
せ
よ
。
図
に
乗
る
と
足
を
引
っ
張
ら
れ
そ
う
だ

２
月

臨
時
出
費
が
か
さ
む
が
心
配
ご
無
用
。
必
ず
大
き
く
生
き
て
返
る
。
前
向
き
に

３
月

軽
率
な
言
動
が
敵
を
つ
く
る
。
会
合
で
の
発
言
は
控
え
め
に
。
服
装
も
地
味
に

４
月

人
ま
か
せ
が
大
ミ
ス
の
も
と
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
マ
メ
に
動
け
。
体
調
整
備
を

５
月

金
の
貸
借
に
は
気
を
つ
け
よ
。
親
し
い
仲
ほ
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
。
赤
が
吉

６
月

神
経
の
疲
れ
が
大
ミ
ス
を
招
く
。
乗
り
物
に
注
意
。
東
が
鬼
門
。
規
則
正
し
く

７
月

交
渉
ご
と
は
難
航
す
る
。
ゴ
リ
押
し
せ
ず
時
間
を
か
け
る
こ
と
。
腰
を
す
え
て

８
月

ひ
ら
め
き
を
大
切
に
。
チ
ャ
ン
ス
は
時
と
場
所
を
選
ば
ず
や
っ
て
く
る
も
の
だ

９
月

方
角
に
注
意
。
北
と
西
は
よ
い
が
南
へ
の
遠
出
は
見
合
わ
せ
よ
。
事
故
に
警
戒

月

せ
ん
望
と
シ
ッ
ト
は
紙
一
重
。
順
調
な
と
き
ほ
ど
敵
を
つ
く
り
が
ち
。
慎
重
に

月

甘
い
話
に
は
落
と
し
穴
が
つ
き
も
の
だ
。
投
資
勧
誘
に
は
と
く
に
警
戒
が
必
要

月

人
の
尻
馬
に
乗
っ
て
ケ
ガ
し
そ
う
。
行
動
は
あ
く
ま
で
自
主
的
に
。
Ｎ
に
注
意
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先

九
段

谷
川

浩
司

八
段

橋
本

崇
載

持
時
間
各
４
時
間
（
指
手

）
４
分

２
分

本戦１回戦 第１局

革
命
児

将
棋
界
の
革
命
児
と
呼
ば
れ
て
い

た
橋
本
も
三
十
路
（
み
そ
じ
）
を
越

し
て
、
中
堅
の
部
類
に
入
っ
た
。
若

手
の
こ
ろ
は
髪
を
奇
抜
な
色
に
染

め
、
テ
レ
ビ
対
局
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
視
聴
者
受
け
し
そ
う
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
フ
ァ
ン
を
楽
し

ま
せ
て
き
た
。

そ
ろ
そ
ろ
将
棋
の
対
局
で
も
大

台
で
注
目
を
浴
び
た
い
と
こ
ろ
。
Ａ

級
に
定
着
し
て
タ
イ
ト
ル
挑
戦
、
獲

得
と
結
果
を
出
さ
な
い
と
、
本
人
も

フ
ァ
ン
も
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。

谷
川
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
棋
界
の

ス
タ
ー
。
最
近
は
藤
井
聡
太
四
段
の

大
活
躍
で
、
中
学
生
棋
士
が
話
題
を

呼
ん
で
い
る
。
谷
川
も
中
学
生
で
棋

士
デ
ビ
ュ
ー
。
以
来
、
数
々
の
棋
歴

を
残
し
て
き
た
。
将
棋
連
盟
の
会
長

職
を
辞
し
て
、
以
前
よ
り
も
対
局
に

専
念
で
き
る
。
Ａ
級
復
帰
、
タ
イ
ト

ル
戦
出
場
を
フ
ァ
ン
は
願
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

関
西
将
棋
会
館
の
５
階
の
対
局

室
。
開
始
時
刻

分
前
に
橋
本
は
席

に
着
い
て
い
た
。
薄
い
紺
の
ブ
レ
ザ

ー
に
真
っ
白
な
ズ
ボ
ン
。
ネ
ク
タ
イ

は
ピ
ン
ク
の
ス
ト
ラ
イ
プ
と
、
お
し

ゃ
れ
に
ま
と
め
て
い
る
。
谷
川
も

分
前
に
登
場
。
凜
（
り
ん
）
と
し
た

振
る

い
は
、
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
。

記
録
係
の
黒
田
尭
之
三
段
の
振
り

駒
は
、
歩
が
３
枚
で
谷
川
の
先
手
。

静
か
に

７
六
歩
と
突
き
出
し
た
。

橋
本
も
後
手
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ
で

い
こ
う
と
決
め
て
い
た
の
か

３
四

歩
と
角
道
を
開
け
、
以
下
は
横
歩
取

り
の
注
文
を
つ
け
る
。
谷
川
は

３

四
飛
（
図
）
と
歩
を
取
り
、
以
降
は

す
ら
す
ら
と
横
歩
取
り
の
戦
型
へ
と

進
む
。

（
野
間

俊
克
）

地域防犯へ積極活動 頼
れ
る
署

づ
く
り
の
先
頭
に

松
戸
東
警
察
署
長

山
崎

賢
二
さ
ん

◇やまざき・けんじ 千葉市出身。

桜美林大学卒業。インド赴任も家族を

伴ったが、今回は初めての単身赴任。

家族は妻と２男１女。趣味は海外ドラ

マ鑑賞。最近はテロとの戦いを描くア

メリカの人気ドラマ「 」を見直して

いる。 歳。

今
年
３
月
に
県
警
本
部

監
察
官
か
ら
署
長
に
就

任
。
直
後
に
管
内
の
ベ
ト

ナ
ム
人
少
女
の
殺
害
や
、

男
が
白
昼
の
公
園
で
凶
器

を
振
り
回
す
な
ど
、
世
間

の
注
目
を
集
め
る
事
件
が

続
い
た
が
、
犯
人
を
逮
捕

し
事
件
解
決
。
署
の
運
営

方
針
に
「
頼
れ
る
、
誇
れ

る
、
思
い
や
り
の
あ
る
強

い
松
戸
東
署
」
を
掲
げ
、

優
し
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た

強
い
署
づ
く
り
の
先
頭
に

立
つ
。

管
内
の
印
象
は
「
住
民

の
防
犯
意
識
の
高
い
地

域
」
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
事
件
の
陰
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
全
体
の
事
件

数
は
減
少
し
て
い
る
。
一

方
で
自
転
車
盗
や
電
話
艦

詐
欺
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
犯
罪
に
対
し
受
け
身

に
な
ら
ず
、
積
極
的
な
街

頭
活
動
や
摘
発
で
攻
め
の

ス
パ
イ
ラ
ル
を
つ
く
っ
て

い
く
姿
勢
を
前
面
に
出
す

正
義
感
が
強
く
、
幼
い

頃
か
ら
「
お
巡
り
さ
ん
に

な
り
た
い
」と
志
望
し
た
。

小
学
１
年
か
ら
剣
道
を
始

め
、
大
学
も
剣
道
部
。
県

警
に
任
官
後
は
主
に
外
事

や
人
事
畑
を
歩
む
。

記
憶
に
残
る
の
は
２
０

０
４
〜

年
に
外
務
省
へ

出
向
し
て
赴
任
し
た
イ
ン

ド
の
ム
ン
バ
イ
総
領
事
館

時
代
で
、
在
任
中
の

年

に
は
１
８
６
人
が
死
亡
、

８
９
０
人
が
負
傷
す
る
同

時
多
発
列
車
爆
破
テ
ロ
が

発
生
し
た
。
ヒ
ン
ズ
ー
教

徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
対

立
も
あ
る
大
都
市
で
、
衛

生
面
や
臭
い
な
ど
日
本
と

は
大
違
い
だ
が
一
般
犯
罪

の
発
生
率
は
東
京
と
同
程

度
。
「
体
感
治
安
は
悪
く

な
く
て
住
み
や
す
か
っ

た
」
と
懐
か
し
む
。

「
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
」
が
指
導
方

針
。
そ
の
実
現
に
、
自
己

満
足
の
小
さ
い
世
界
に
引

き
こ
も
ら
ず
、
か
た
く
な

な
考
え
を
捨
て
人
の
話
に

耳
を
傾
け
る
協
調
性
や
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
強
調
す
る
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見
学
会
中
止
で

解
体
危
機

赤レンガ倉庫 市川

│
│

９

│
│

赤レンガ倉庫の内部は 陸軍の武器庫や県血清研究

所の倉庫として使われた名残も
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市
川
市
国
府
台
の
文
教
地

区
の
一
画
に
、
明
治
時
代
の

建
築
と
さ
れ
る
赤
レ
ン
ガ
造

り
の
建
物
が
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
。
旧
陸
軍
の
武
器
庫

と
し
て
使
わ
れ
た
建
物
は
、

終
戦
ま
で
陸
軍
の
拠
点
が
あ

っ
た
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

存
在
だ
。

戦
後
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
製

造
す
る
県
血
清
研
究
所
の
倉

庫
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
２

０
０
２
年
に
研
究
所
は
閉

鎖
。
敷
地
内
は
立
ち
入
り
禁

止
と
な
り
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

も
人
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く

放
置
さ
れ
て
き
た
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
歴
史
的

価
値
を
見
い
だ
し
、
保
存
・

活
用
の
機
運
を
高
め
よ
う

と
、
市
内
を
拠
点
と
す
る
市

民
団
体
「
赤
レ
ン
ガ
を
い
か

す
会
」
が

年
に
発
足
。
毎

年
秋
に
県
の
許
可
を
得
て
市

民
向
け
の
見
学
会
を
開
き
、

希
少
な
「
フ
ラ
ン
ス
積
み
」

で
あ
る
こ
と
や
、
全
国
各
地

の
赤
レ
ン
ガ
活
用
事
例
を
紹

介
し
て
い
る
。
昨
年
の
見
学

会
に
は
１
日
で
約
３
８
０
人

が
参
加
し
、
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
た
。

そ
の
見
学
会
が
、
今
年
は

中
止
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い

る
。
見
学
会
に
合
わ
せ
敷
地

を
開
放
し
て
い
た
県
が
、
本

年
度
か
ら
未
利
用
の
県
有
財

産
と
し
て
処
分
に
向
け
た
準

備
を
本
格
化
し
た
た
め
だ
。

い
か
す
会
の
吉
原
廣
代
表
の

も
と
に
、
県
の
担
当
者
か
ら
、

月
に
計
画
し
て
い
た
見
学

会
に
つ
い
て
「
開
催
お
断
り
」

の
メ
ー
ル
が
届
い
た
の
は
７

月
下
旬
。
県
は
取
材
に
対
し

「
赤
レ
ン
ガ
保
存
を
目
的
と

す
る
見
学
会
は
、
処
分
の
準

備
を
進
め
る
県
の
方
針
に
そ

ぐ
わ
な
い
」
と
の
見
解
を
示

し
た
。

一
方
、
地
元

の
市
川
市
は
、

保
存
の
た
め
昨

年
か
ら
県
と
協

議
を
重
ね
た
も

の
の
、
費
用
面

で
折
り
合
わ
ず

赤
レ
ン
ガ
が
立
つ
土
地
の
取

得
を
断
念
。
市
は
「
保
存

を
求
め
る
立
場
に
変
わ
り

は
な
い
」
（
幹
部
）
と
、

見
学
会
を
中
止
さ
せ
よ
う

と
す
る
県
の
対
応
に
首
を

か
し
げ
る
。

会
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
「
土

地
が
売
却
さ
れ
、
赤
レ
ン
ガ

が
壊
さ
れ
る
道
筋
に
入
っ

た
」
と
危
機
感
を
強
め
、
保

存
の
た
め
の
新
た
な
方
策
を

模
索
し
て
い
る
。

（
市
川
支
局

篠
塚
紀
子
）

年に１度 市民団体が開催する見学会の日以外は 人目に触れることもなくひ

っそりとたたずむ赤レンガ倉庫＝写真はいずれも昨年10月 市川市国府台

地元の子どもら約600人が

来場し ひんやり冷たいそ

うめんに舌鼓を打った＝20

日 柏市増尾

柏 竹林で600人が舌鼓

柏
市
増
尾
の
神
社
「
廣
幡
八
幡

宮
」
近
く
の
竹
林
で

日
、
自
然

の
中
で
そ
う
め
ん
を
味
わ
う
「
柏

♡
ス
ー
パ
ー
流
し
そ
う
め
ん
祭

り
」
が
開
か
れ
た
。
来
場
し
た
地

元
住
民
ら
約
６
０
０
人
が
、
長
さ

約

㍍
の
樋
（
と
い
）
を
流
れ
る

そ
う
め
ん
を
楽
し
そ
う
に
す
く
い

上
げ
、
ひ
ん
や
り
冷
た
い
の
ど
ご

し
を
楽
し
ん
だ
。

増
尾
地
区
に
本
社
を
置
く
建
設

業
「
ク
リ
エ
す
ず
き
建
設
」
（
鈴

木
一
功
社
長
）
が
主
催
。
子
ど
も

た
ち
に
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ

く
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
役

立
て
よ
う
と
、
昨
夏
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

そ
う
め
ん
は
約
６
・
５
㌔
用

意
。
ゆ
で
た
て
の
麺
が
流
れ
始
め

る
と
、
樋
を
囲
み
待
ち
構
え
て
い

た
来
場
客
は
「
来
た
！
」
「
速
い

！
」
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
次
々

に
す
く
い
上
げ
、
舌
鼓
を
打
っ
た
。

同
時
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
野
菜
も

流
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
で

箸
を
伸
ば
し
た
。

昨
年
に
続
き
参
加
し
た
と
い
う

柏
市
立
豊
小
学
校
２
年
の
鈴
木
瑛

翔
君

７

は
「
上
手
に
す
く
え
た

の
で
楽
し
か
っ
た
。
お
い
し
か
っ

た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
た
。

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
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習志野市実籾地区の水田近くで、里山
を守る活動に取り組む「ほたる野を守る
ＮＯＲＡの会 蔭山盛久会長 の恒例イ
ベント、流しそうめんが行われ、涼を感
じる夏の味覚を親子連れらが満喫した。
稲穂に囲まれた一画に、同会メンバー

が竹林から切り出し節を取り除いた竹を
設置。おわんと箸を持った参加者が両わ
きに陣取ると、そうめんが次々と流され
子ども達がすくい上げ味わった＝写真。
時折、流れてくるミニトマトを上手につ
かむ男児もいた。
同市の主婦、矢野紗代子さん は「市

内で水田を見ることができる良いイベン

ト」と語り、そうめん好きの長男太一君
４ らと楽しんだ。
蔭山会長は「夏休みなので自然に触れ

てもらいたい」と話した。そうめんは
㌔用意したという。

習志野 親子ら夏の味覚満喫

市
民
投
票
条
例

提
案
へ

常
設
型

外
国
人
に
も
資
格

流山市流
山
市
政
の
重
要
課
題
に
市

民
が
意
思
表
明
す
る
制
度
を
取

り
入
れ
る
た
め
、
井
崎
義
治
市

長
は

日
の
定
例
記
者
会
見

で
、

日
開
会
の
市
議
会
定
例

会
に
、
常
設
型
の
「
市
民
投
票

条
例
案
」
を
提
案
す
る
と
発
表

し
た
。
投
票
資
格
は

歳
以
上

が
対
象
で
、
外
国
人
（
特
別
永

住
者
、
永
住
者
）
を
含
む
。
同

市
に
よ
る
と
、
市
民
投
票
条
例

が
制
定
さ
れ
れ
ば
県
内
４
件
目

で
、
外
国
人
が
投
票
で
き
る
の

は
県
内
２
件
目
と
な
る
。

同
条
例
案
は
、

歳
以
上
の

市
民
の
６
分
の
１
の
署
名
で
請

求
す
る
と
、
議
会
の
議
決
な
し

で
市
民
投
票
を
行
え
る
内
容
。

投
票
率
な
ど
の
成
立
要
件
は
設

け
な
い
。
投
票
結
果
に
法
的
拘

束
力
は
な
い
が
、
市
長
と
議
会

は
尊
重
義
務
を
負
う
。

投
票
資
格
を
持
つ
の
は
３
カ

月
以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る

歳
以
上
の
市
民
（
６
月
１
日
現

在
で
約

万
９
５
０
０
人
）
。

特
別
永
住
者
（
同
約
１
５
０

人
）
、
永
住
者
（
同
約
７
０
０

人
）
な
ど
外
国
人
も
含
む
。

投
票
の
対
象
と
な
る
の
は
市

政
の
案
件
で
、
大
型
施
設
の
建

設
や
市
町
村
合
併
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
。
国
・
県
政
問
題
や
、

市
内
特
定
地
域
に
利
害
が
及
ぶ

場
合
は
市
長
が
実
施
を
却
下
で

き
る
。

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接

請
求
の
「
住
民
投
票
」
と
の
最

大
の
相
違
点
は
、
議
会
の
議
決

の
有
無
。
住
民
投
票
は
、
個
別

の
条
例
制
定
な
ど
に
つ
い
て
有

権
者
の

分
の
１
の
署
名
で
請

求
で
き
る
が
、
議
会
の
議
決
が

必
要
。
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を

定
め
る
常
設
型
市
民
投
票
は
、

議
会
の
議
決
は
必
要
な
い
。

市
民
条
例
を
施
行
し
て
い
る

県
内
自
治
体
は
我
孫
子
、野
田
、

銚
子
の
３
市
。
我
孫
子
市
は
外

国
人
の
投
票
を
認
め
、
野
田
、

銚
子
市
は
外
国
人
の
投
票
を
認

め
て
い
な
い
。

流
山
市
は
２
０
０
９
年
に
市

民
投
票
の
実
施
を
認
め
る
「
自

治
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い

る
が
、
投
票
の
実
施
方
法
を
定

め
る
条
例
は
未
整
備
だ
っ
た
。

自
治
基
本
条
例
で
記
し
た
「
市

民
」
に
外
国
人
を
含
ん
で
い
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
外
国
人

も
投
票
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

可
決
さ
れ
れ
ば
、
年
内
に
施

行
さ
れ
る
。
井
崎
市
長
は
「
市

長
や
議
会
が
市
民
と
か
け
離
れ

た
政
策
を
行
う
の
を
抑
制
す
る

効
果
が
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
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